
  

 

過去問ライブラリー 数的推理 
特別区Ⅰ類 2008 暗号 

 

問題 

ある暗号で「ベネズエラ」が「Ｄ０２，Ｉ１４，Ｍ２６，Ｓ００，Ｕ１８」，「リトアニア」

が「Ｂ１８，Ｊ２０，Ｋ００，Ｑ１４，Ｕ００」と表せるとき、同じ暗号の法則で「コロ

ンビア」を表したのはどれか。 

 

1．「Ｃ０２，Ｈ１８，Ｋ０７，Ｑ１８，Ｕ００」 

2．「Ｃ１９，Ｊ１８，Ｋ０２，Ｑ１１，Ｕ００」 

3．「Ｅ１１，Ｊ１８，Ｚ００，Ｑ０２，Ｕ００」 

4．「Ａ２０，Ｚ００，Ｋ２６，Ｑ１４，Ｕ００」 

5．「Ｂ１４，Ｆ１１，Ｋ１８，Ｒ０７，Ｕ００」 

 

 

  



  

 

解説 

「ベネズエラ」と「リトアニア」はそれぞれローマ字に変換し暗号との対応を見ると次の

ようになり、「ア」「エ」のような母音については、暗号の数字部分が「００」であり、子

音については、ローマ字の頭の文字（「ベ」の「Ｂ」や、「ネ」の「Ｎ」）が、アルファベッ

トの何文字目であるかを数字部分が表している（Ａ～Ｚを０１～２６で表します）と推測

できます。（この時点で「コロンビア」の「コ」＝「ＫＯ」はＫが 11 番目のアルファベッ

トであることから、1文字目の数字部分が「１１」である肢３と分かります） 

 

 「ベネズエラ」⇒  ＢＥ   ＮＥ   ＺＵ   Ｅ   ＲＡ 

            ↓    ↓    ↓    ↓    ↓ 

Ｄ０２    Ｉ１４    Ｍ２６   Ｓ００   Ｕ１８ 

 

「リトアニア」⇒  ＲＩ   ＴＯ   Ａ   ＮＩ   Ａ 

↓    ↓    ↓    ↓    ↓ 

Ｂ１８    Ｊ２０   Ｋ００   Ｑ１４   Ｕ００ 

 

また、暗号のアルファベットの部分は、それぞれのローマ字の母音を示す部分（次の赤字

で示す部分）と次のように対応していると考えられます。 

 

 「ベネズエラ」⇒  ＢＥ   ＮＥ   ＺＵ    Ｅ    ＲＡ 

            ↓    ↓    ↓     ↓     ↓ 

Ｄ０２    Ｉ１４    Ｍ２６    Ｓ００    Ｕ１８ 

 

「リトアニア」⇒  ＲＩ   ＴＯ    Ａ    ＮＩ    Ａ 

↓    ↓     ↓     ↓     ↓ 

Ｂ１８    Ｊ２０    Ｋ００    Ｑ１４    Ｕ００ 

  

しかし、同じ「Ａ」に対応するアルファベットでも「Ｕ」「Ｋ」のように複数の文字で表わ

されているので、暗号のアルファベット 26文字の方を書きだして、それらが示す母音を記

入していく（ここまでの表し方と上下逆になるので注意しましょう）と次のようになりま

す。 

  



  

 

 暗号のアルファベット ⇒ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ  

                ↓   ↓         ↓ ↓ ↓   ↓ 

 対応する母音部分  ⇒    Ｉ   Ｅ         Ｅ Ｏ Ａ   Ｕ 

 

              Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ  

                    ↓   ↓   ↓ 

                    Ｉ   Ｅ   Ａ 

 

ここから母音の並び方を推理すると、次のように「ＡＩＵＥＯ」が順に並んでいると分か

ります。 

 

 暗号のアルファベット ⇒ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ  

                ↓   ↓         ↓ ↓ ↓   ↓ 

 対応する母音部分  ⇒  Ａ Ｉ Ｕ Ｅ Ｏ Ａ Ｉ Ｕ Ｅ Ｏ Ａ Ｉ Ｕ 

 

              Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ  

                    ↓   ↓   ↓ 

              Ｅ Ｏ Ａ Ｉ Ｕ Ｅ Ｏ Ａ Ｉ Ｕ Ｅ Ｏ Ａ 

 

これより、あらためて「コロンビア」の「コ」を表す暗号を確認すると、「ＫＯ」は、「Ｋ」

が 11番目のアルファベットで、母音の「Ｏ」に対応するのは、Ｅ，Ｊ，Ｏ，Ｔ，Ｙがあり、

「Ｅ１１」「Ｊ１１」「Ｏ１１」「Ｔ１１」「Ｙ１１」の５通りが分かります。 

また、肢３の２文字目以降もこのルールにあてはまることが確認できます。（「ン」は 

「００」で母音と同じ扱いです） 

 

よって、正解は肢 3です。 

 

 

 アドバイス 

東京都特別区で出題される暗号の問題は、2005 年度や 2007年度のように易しい問題も出

題はされていますが、難問奇問が出題されることもしばしばあります。通常のアプローチ

では歯が立たない問題も多いので、本試験の際は、「難問」と思ったらひとまず後回しに

するのが賢明です。 

また、本問のように、暗号は一部分が分かれば正解肢が絞れることがよくあるので、途中

でも判断材料があれば選択肢をチェックしてみましょう。 


